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に苦しんでいた折に、救いの手を差し伸べたのは、数学者のMarcelGrossman ( 1 878ー
1936)である。彼がEinstein(こRiemann幾何学を手ほどきしたおかげで、一般相対性理論はや
っと日の目を見ることができた。相対性理論の研究者達は、これに対する感謝の気持ちを忘れ




























量子力学は、 1920年代半ば!こWernerKarl Heisenberg(1901 -1976)とErwinRudorf Josef 
Alexander Schrodinger( 1887 -1961)によって理論としての形を整える01930年代にはい
ると物理学は素粒子論の時代に突入する。こうした局面を迎えて、物理学の主流は一般相対
性理論のような背景非依存の理論を棚上げし、固定された時空で、やってし、く路線を選択した。
重力なんて、 MicroのLevelでは問題にならないのだから、それで充分というわけである。これは
短期的な戦略としては、それなりに賢明な選択で、実際それから半世紀ぐらいの素粒子物理学
の進展は目を見張らせるものがある。しかし、この戦略は短期的戦略にしかすぎず、現在の物
理学の迷走を打破するには、もういちど、一般相対性理論の精神にしっかりと向き合うことが求
められている。そしてそれは決して簡単な話ではない。一般相対性理論にRiemann幾何学が必
要で、あったごとく、数学の側でもそれなりのものを用意する必要があると思われる。
この本の著者のSmolinは、 Einsteinの一般相対性理論の原論文を読んで、物理学の世界に入っ
てきたひとで、あるから、これに対する評価はきわめて高い。 String理論については門外漢ではな
く、そこで仕事をしたこともある方である。 String理論については、変に感情的にならず、 8alance
のとれた解説がされていると思われる。是非一読を薦めたい。
H. Nishimura (文責)
